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白糠診療所 所長

石堂哲郎先生

新たな医師人生を
豊かに楽しむ

I N T E RV I E W

聞き手：山田隆司　公益社団法人地域医療振興協会 地域医療研究所所長

山田隆司（聞き手）　今日は，青森県下北半島の白糠
診療所に石堂哲郎先生を訪問しました．石堂先
生は地域医療振興協会の再研修プログラムを受
けて地域へ赴任された第１号です．先生をお訪
ねするのは先生が着任されて以来なので約７年
ぶりになりますが，元気なお顔を見て安心しま
した．今日はここに赴任されるに至った経緯や
ここでの生活についてお聞きしたいと思います
が，まずは先生のこれまでの経歴をお話しいた
だけますか．

石堂哲郎　私は，横浜市大を1968年に卒業しました．

そのころはまだインターン制度はなくなってい
なかったのですね．それで１年間は今でいう
スーパーローテートのように各科をまわったあ
と，泌尿器科学教室に入りました．数年間は神奈
川県内の総合病院の泌尿器科や大学の麻酔科な
どで研修しましたが，1973年に神奈川県総合リ
ハビリテーションセンターが新しく設立され，
そこに泌尿器科もできたので先輩の先生と２人
で赴任しました．そこでは泌尿器科の中でも，特
殊な，神経が障害されたことによる泌尿器科疾
患，すなわち脊髄損傷や二分脊椎，片麻痺や神経

協会の再研修を受けて，学生時代の思いを再び
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難病の人たちの尿路管理，性機能の治療などを
主な仕事としてやっていました．泌尿器科の中
でも特殊な分野だったのですが，特殊だという
ことで，国内でも同じような仕事をしている人
は多くなかったので，外国も含め，いろいろな人
たちと親しくなれて勉強になり，面白くやり甲
斐を感じていました．

山田　排尿に関するリハビリのようなことですか．
石堂　そうです．神経の障害により膀胱機能がやられ

て排尿がうまくいかないと腎機能が悪くなって
命を縮めてしまうことになるので，いかにスムー
ズに排尿させるかというのが主な仕事です．

その病院でずっと働いてきて，だんだん年功
序列で診療部長になったり，副院長になったり
して，そうすると医者を離れた仕事が多くなっ
てきてしまうのですね．

山田　そうですね．マネージメントのほうが多くな
りますね．

石堂　はい．何となく馴染まなかったのですね，そう
いうのに．定年が近くなってきたときにこのま
まではつまらないような気がしてきて……．実
は学生時代，横浜市大には日赤奉仕団というク
ラブがあって無医地区診療をしていたのです
ね．２年間ぐらいですが，私もそのお手伝いで山
梨県の市川大門から山に入った地域に行きまし
た．夏休みに小学校の体育館を借りて，１週間，
診療所を開くのです．そういう経験があったの
で，歳をとったらああいう仕事をもう一回やっ
てみたいなという気がありました．

それで，泌尿器科の関係で岩室紳也先生と話
をする機会があって，協会の存在を知ったので
すね．３月31日に神奈川リハビリテーション病
院を辞めて，翌日の４月１日から赤羽の東京北
社会保険病院に再研修に行きました．東京北の
総合診療科に入り，外来や半直をしたり，代診で
檜原村診療所，神津島，青ヶ島，白糠などに行っ
て，いろいろ勉強させてもらいました．内科につ

いては薬の名前すらろくに知らなかったので，
本当に勉強になってやれそうかなという気にも
なりました．それでその年の秋に，白糠診療所で
の診療を経験して，ここならどうかな？と思っ
て，行ってみたいと山田先生に無理にお願いし
たのですよね．

山田　先生，初めは南の島へ行きたいと話していま
したよね．こんな北の方でいいのかなと思いま
した（笑）．

石堂　初めはそうだったのですが，今思うと，島とい
うのは，すごくエネルギーがいるので，やはり若
くないとちょっと無理かなと．

山田　そうかも知れませんね．
石堂　この診療所をやらせてもらって本当に恵まれ

たと思うのは，市立奈良病院の中島俊一先生は
じめ，代診の先生方をお願いできるので休みが
取れるということと，東通村診療所の川原田 恒
先生に入院や夜間の対応をお願いできることで
す．とてもありがたいことだと感謝しています．

山田　専門医として臨床経験のある方で，改めて地
域に出ていくために研修をしっかりしてからと
言っていただけることは実はあまりないので，
初めは再研修自体があまり負担になると厳しい
かなという思いもあったのですが，先生はしっ
かりここに赴任するための準備をしてくれてよ
かったと思います．
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山田　先生は長年病院の医療に携わってこられて，
現在はここに赴任されて，病院と診療所で患者
さんへの接し方や患者さんとの付き合いの度
合いなど全く違うと思うのですが，どんなふう
に今，それを感じていらっしゃいますか．

石堂　申し訳ない言い方になるかもしれませんが，
こちらでの仕事は楽だと思っています．あまり
肩肘張ってよそゆきの顔をしている必要がな
いというような感じで，自然に無理なくという
感じがありますね．だからやっていても楽しい
し，本当に来てよかったなと思いますね．

山田　たしかに私も両方経験していますが，病院で
の医療はその場勝負のところがあります．この
患者さんはたまたまここでの出会いがあった
というだけで，二度と会うことはないかも知れ
ないのですから緊張して臨むことが多いです
ね．医師と患者といってもどちらも人間なので
お互いの感情，お互いの気持ちがあり，疲れて
いるときもあり，楽しいときもあり，地域では
それが実は診療の中に活かされているのです
よね．自然体でお付き合いできるというのが，
私は地域医療の醍醐味だと思っています．

そうすると，日々の診療というのは，比較的お
だやかで豊かな感じなのですね．

石堂　そうですね．
山田　往診もされているのですか．
石堂　月に10人前後，訪問診療をしています．
山田　地域の医療というのは，私生活も含めて住民

の方とかかわることになるものですが，地域で
の生活はいかがですか．

石堂　それもこちらのペースにすっかり慣れまし
た．東通村ではこの時期「新そば街道まつり」と
いうのが開催されるのですが，先週も何軒か食
べ歩きをしました．自然が豊かで季節季節の変
化があるので楽しいですね．私は写真を撮るの
も趣味の一つですが，野生の花（トリカブト，ス

カシユリなど）を撮ったり，診療所の裏にキジ
や青鷺がやって来るのでその写真を撮ったり
と楽しんでいます．

山田　われわれ自治医大卒業生は医者になり立ての
若い時にこういう環境に赴任することになり
ます．医療の技術や技能を身に着けなければと
焦っている時期だからかも知れませんが，先生
がこの７年間で感じてこられたような豊かさ，
味わいといったものを感じる余裕がなくて，今
思うととても残念なことです．人生の中で，価
値の大きい時期だったのだなと振り返って感
じています．私たちはこれまでへき地医療を
担ってきて，「へき地医療はこうあるべきだ．グ
ループでやったほうがいい」などとへき地医療
を熱く語ってきましたが，ある程度の経験をさ
れて地元の人たちと上手にお付き合いできる
先生のようなスタンスのほうが，逆にうまく馴
染めることもあるのではないかと思います．で
すからいろいろなキャリアパスを作っていろ
いろな人たちが喜んでこういった地域で活躍
できる形がつくれるといいかなと思います．

石堂　無理なくですよね．
山田　そういう意味では，ある程度若いうちは救急

や病棟管理や，過酷なことでタフに腕を鍛えて
いき，地域の最前線，患者さんに一番近いとこ
ろの医療は，むしろ患者さんの人生の深みを
読んだりするようなことを楽しめるような世
代になってから担ったほうがよいのではない
かという気がします．

石堂　私自身も，そういうふうに今は思います．です
から年を重ねた人たちがかかわることのでき
る一つの大きな分野にへき地医療がなっても
いいのではないかと思います．

山田　そうですね．でも地域医療では，先生のように
専門をお持ちでもそれを発揮する機会がない
という状況ですが，先生はストレスに感じたり

自然体でかかわれる医療
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山田　今，白糠地区の人口は何人ぐらいですか．
石堂　白糠だけで大体2,000人ぐらい，村の３分の１

弱ですね．　
山田　在宅でのお看取りもありますか．
石堂　看取りは年に１例ぐらいはありますね．検視

も年に１例ぐらいあるのですよ．初めての経験
でした．

山田　先生がここで７年やってこられて，地域の人
たちに助けられていると感じられることはあり
ますか？

石堂　そうですね，いろいろな食材をいただいたり
して，助けられていますよ（笑）．

山田　（笑）食べきれないほどですよね．
ところで，東日本大震災のときは，こちらは大

きな影響はなかったのですか．
石堂　被害はありませんでしたが，震災後すぐに青

森の沿岸全体に大津波警報，避難指示が出たの
で，避難所に１晩泊まりました．ここは海に近い
ですし，すぐそこが川なのでこちらに津波が来
たら危ない地域ですね．

震災のことではないのですが，ここに来てい
ろいろ思うことの一つに，人口過疎，人がどん
どん減っていくということ．どうしてそうなる
のだろうと思っています．日本はこれから田舎
を強くしなければ駄目なのではないかと思うの
ですよ．田舎を強くするには何が必要なのか，ど
うすればいいのかというのを考えるのですが，
とても答えが出ない．いわゆる補助金というの
が本当に田舎のためになっているのかなという
ことも最近感じます．では何をすればいいかと
いう手はないのですが…漫然と思うのは，やは
り日本中の第一次産業をもっと大事にする，そ
ういう雰囲気，そういう考え方が大きくならな
いといけないと思います．

山田　本当にそうですよね．一義的に効率よくもの
をつくるシステム，生活の利便性のよさ，教育の
充実など，みんなの価値観が一つの尺度だけに
偏っている気がします．

石堂　そうですよ．日本全体が一つの方向に向かっ
ているような気がするのですね．

することはありませんでしたか．
石堂　自分の専門ができないというより，特に初め

のころは心電図がいまひとつ読めないとか，胸
の写真をどう読めばいいかというストレスは
ありましたが，だんだん慣れてきましたし，こ
こでは東通診療所にお願いできるシステムが
あったので，あまり不安はありませんでした．

山田　ソロプラクティスとはいえ，複数でカバーし
あったり，あるいは先ほどご指摘いただいた代
診など，みんなでサポートすることができてい
ればいいという感じですね．

石堂　これから長寿社会になって，医者も長生きに
なるでしょうから，そういう人たちが参加でき
る形ができるとよいと思います．

田舎を強くしなくては！

聞き手：地域医療研究所所長・「月刊地域医学」編集長　山田隆司
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山田　だから私は，先生が「ここで楽しい，豊かだ」と
思われていることがとても重要だと感じます
ね．先生のおっしゃる価値観の偏りは医療にお
いても同じだと思うのです．みんなが大きな病
院で先端医療に従事すること，あるいはそう
いった医療を受けることだけが価値が高いと思
い込んでいる．地域医療の価値，地域の文化，暮
らし，人生の豊かさみたいなもの，そんな幅広い
価値観を見失っている気がします．自然の中で
生活をしたり，一次産業を担ったりとバランス
を保って生活することができるような基盤をつ
くることが大事だと思います．

石堂　日本全体がそうなるといいように思います．
山田　ヨーロッパ，例えばイギリスやスコットラン

ドなどは田舎の祭があったり，その土地だけの
お酒があったり，教会があったり，慣習が古くて
もそれにこだわりがあったり，それをみんなで
一所懸命護っている．

石堂　護って，利用している．田舎が楽しそうです

よね．
山田　田舎で医療を担っていると，土地の人に救わ

れたり，そこでの豊かさを感じて充足されるの
ですが，本来は土地自体が元気であると，もっと
楽しいですよね．

石堂　そうですね．ここに来て７年経ちますが，だん
だん人口は減っていき寂しさを感じています．
これをなんとかしたいなと思いますね．

山田　こういう過疎のところの人口が減り続けて，
人が住まなくなって，田畑が荒れて，漁港が衰退
して…都市部の第二次産業，第三次産業だけが
発展して…そういう先に本当に豊かさがあるの
かなという不安はありますよね．

石堂　いろいろな問題もあるのでしょうが，高校を
出て仕事がないという人も増えていますよね．
でも決して仕事がないわけではない．第一次産
業は大変な仕事ですが，価値あるものと認める
ような雰囲気になれば，みんなそういった仕事
をすると思うのです．

山田　先生のように，また私自身もそうですが，こ
ういう地域で楽しんで自分なりに生活できた
り，仲間がいたりということができればいいで
すよね．

協会の中でキャリアを変えられる自由度を
設ける．でも一番大事なことは，医療というも
のは本当に公共財なので，みんなで分担する．
いろいろな選択肢をつくって，キャリアの中で
自分がうまく選択できるようにできたらいい
と思うのです．

石堂　協会の中でいろいろ交流がもっともっとでき
るといいと思うのですけどね．

山田　先生に対しても本当はわれわれがもっとサ
ポートしなくてはいけないのですが，先生に続
くような人たちがこれからも増えるといいと思

います．先生はさらにこんなことがあったらい
いということはありますか？

石堂　これからもっと歳をとったときに，ここで例
えば３ヵ月とか半年やって，もうそんなに体力
もないでしょうから，あとはどこかでのんびり
するということもできたらいいかなと思いま
す．

山田　本当にそう思いますね．一つの土地に７年，８
年とかかわることができると，基本的には自分
の生きている間はその土地との縁というのは，
ありがたいことになくならないものです．だか
ら他の医者がそこを担当することになったとし
ても，３ヵ月は手伝いますということができれ
ば，住民にとってはありがたいのです．だから一
つの地域を１人の人ががんじがらめで365日数

一つの地域に長くかかわる

月刊地域医学　Vol.25 No.11　2011100�（�）



INTERVIEW ／新たな医師人生を豊かに楽しむ

年間護って，その次の世代がまた数年間護って
というよりは，１回護った人たちが継続的にグ
ループでかかわって，生涯，住民たちとの付き合
いを続けるという形をうまくとる．土地との縁
を離さないということと，医者のキャリアがう
まくつながっていいかなと思います．

石堂　私もそう思います．
山田　今日は先生がここで楽しんで過ごしていらっ

しゃるお話を聞けてよかったです．最後に，現
在，こういったへき地で頑張っている若い先生

たちに，メッセージをお願いします．
石堂　自分の若いときのことを思い出してみても，

どんな仕事でも初めはつらかったり，うまくい
かないことはいっぱいあると思うのですが，そ
れは生涯続くわけでもないし，今つらければつ
らいほど，先にはいいことがあると思うので諦
めないでほしい．今の環境を逆に楽しむ気持ち
を持って，頑張ってほしいと思います．将来は
きっといいことがあるはずです．

山田　石堂先生，今日はありがとうございました．
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